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　　施工図等の内容や出来栄えによっては建設工事の品質や工程、建設コスト、建物使用開始後の

　　ランニングコストやメンテナンス費用にも影響します。

　　施工図や機器製作図はできるだけ早く作成準備しましょう。

　・施工に必要な施工図をリストアップし、工事工程に合せた作図工程を作成します。

　・施工図に反映する情報を事前に工事関係者間で共有します。

　・施工図作成に必要な情報を集めます。

　　　（例）躯体図等の建築図面や他工種の図面や各種製作図、機器製作図等の作成スケジュールを

　　　　　　確認します。

　・各工種間での取合いを行い、設計や発注者の承諾を得るためのスケジュールを計画します。

　・機器製作図で各機器の製作期間や搬入方法、試運転所要期間などを確認し施工計画に反映します。

　・施工図には施工上の要点や工夫、材料や数量などについて正確に漏れなく記載します。

　・作業員が正しく理解でき、効率的に作業できるよう縮尺や寸法、ディテール表記など配慮します。

　・機器製作図で各機器の寸法や重量、据付方法を確認し、施工図に反映します。

　・「総合プロット図」を作成し、建築、設備間の設計上の情報を一元化して相互調整しましょう。

　・ＢＩＭ を活用して３次元的に納まり調整や合意形成を効率的に行いましょう。

　・正しく分かり易い施工図が品質確保や作業効率向上に繋がります。

　・建築に躯体図、天井割付図等の早期提供を要望しましょう。

　　

　　□いつ頃までにどんな施工図が必要か把握していますか。

　　□施工図作成に必要な情報は、各工種間で共有していますか。

　　□他工種との取合い、承諾スケジュールは調整済みですか。

　　□各機器の発注や製作、搬入など業務工程を把握していますか。

　　□正確に漏れなく記載されていますか。

　　□分かり易い図面になっていますか。

　　□各種機器の情報を反映していますか。

　・施工図作成工程や機器製作図準備の遅れが実工程の遅れに繋がります。

　・施工漏れや間違えた施工により大幅な手戻りや品質低下が発生します。

　・間違った施工図で部材が足りない、納まらない等の手戻りが発生します。

　・メンテナンスの難しい設備になり保守費用が増えてしまいます。
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